
事業概要：
・須恵町PR事業への参加

まちづくり課が実施する地域の魅力発見事業において「須恵町の民俗文化」シリーズの成果を提供
し、活用する。

（１）文化財保存団体の件数および会員数（平成23年度 2団体 ⇒ 平成29年度目標 3団体）
（２）文化財講座の件数および史跡めぐりの件数（平成23年度 2件 ⇒ 平成29年度目標 4件）
（３）町ホームページ上での公開を通じ、須恵町の民俗文化に関する情報を発信する。ホームページ上での動画再生回数

（平成28年度末14,000件 ⇒ 平成29年度末目標20,000件）
（４）町民への文化財保存継承に対する啓蒙活動（講師派遣事績）

・平成28年度実績：小学校3件・小学校区コミュニティ3地区、行政区3件（15%）
・平成29年度目標：小学校3件・小学校区コミュニティ3地区、行政区12件（60%）

（５）文化財保存調査への町民参加、行政と住民が協力して活動する「文化財調査団」の発足
（６）町広報誌、新聞、ケーブルテレビ等による報道回数

事業概要：
・須恵町生涯学習講座「まなビック」で歴史講座を開講

須恵町の歴史を紹介する「須恵町歴史探検」講座を開講。

第5次須恵町総合計画（平成23年度策定）および平成28年度社会教育基本計画に基づき、須恵町内に残る文化遺産の次世代
への継承・発展とともに、文化遺産を活かした地域活性化を推進するため、平成24年度から平成29年度の計6ヶ年で「須恵町
文化遺産記録作成事業」を実施する。

実施期間中は、地域全体で文化遺産を保存・継承し、活用していくための体制の確立を目指す。

 本事業については、須恵町が全体計画の企画、調整、事業の指導等を行う。主な担当課、役割は下記のとおり。
・須恵町教育委員会社会教育課：文化財の取扱等に関する指導等

 また、事業の実施については、次の団体が実施する。
・須恵町文化遺産活用実行委員会（委員長：田原 豊）
  構成団体（須恵町教育委員会、須恵町文化財専門委員会、須恵町立歴史民俗資料館、

須恵町立歴史民俗資料館ボランティアグループ Museum Project）

～平成28年度交付決定額： 1,586 千円 平成29年度申請額：

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

須恵町文化財専門委員会において平成29年度以降調査研究予定。

地方公共団体
担当部局課

須恵町教育委員会社会教育課

事業概要：

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

福岡県糟屋郡須恵町  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

須恵町文化遺産次世代継承事業

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成 29

・無形民俗文化財の町内悉皆調査（継続事業）
記録作成事業の成果を各行政区等で上映することにより、これまで把握できなかった小字単位や数戸レ
ベルで実施されてきた無形民俗文化財の現状について把握する。

事業概要：
・「須恵町の民俗文化」シリーズの上映会

町内各区の公民館事業で上映会を実施。

事業概要：
・小学校区コミュニティごとの史跡探訪ウォーキング

町内3小学校区のコミュニティにおいて校区内の文化財を紹介するイベントを実施。

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要 229 千円

様式１－１



年度

名 名 名 名 名 名

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30

28 年度 3,200 名 ⇒ 平成 29

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産関係資料館、博物館等の年間入館者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 町立歴史民俗資料館の入館者数 関連事業: ①

年度 4,000 名目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２：

年度

祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： お十七夜、ほっけんぎょうの実施団体 関連事業: ①

目標値２： 平成 28 年度 6 団体 ⇒ 平成 29 年度 6 団体

団体

設定根拠２：
団体数が現状維持である。ただし、映像記録作成によって行事等の継承が円滑になる点、記録の公開に
よって新規加入者の加入がPRされる点から、保存団体の体制強化につながると思われる。

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30

団体 団体団体 団体 団体

設定根拠１： 映像ライブラリーコーナー等情報発信部門の充実に伴う来館者の増加を想定

様式１－１別紙①



（単位）（単位） （単位） （単位）

29 年度 平成 30 年度

（単位） （単位）

年度 平成 年度 平成

（単位）

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

（単位） ⇒ 平成 29 年度 20,000

ホームページ上の閲覧回数

目標値： 平成 28 年度 14,000

～ 平成 29 年度

事業概要：
須恵町内に残る文化遺産の、伝承に必要な映像記録の制作を行う。平成29年度は「佐谷区のしめ縄作り
とほっけんぎょう」「お十七夜」の2件の記録を作成する。

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 29 年度

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 須恵町文化遺産記録作成事業 実施団体： 須恵町文化遺産活用実行委員会

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

様式１－１別紙②


